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私たちは、 障害者も含めた地域で生活するすべての人たちが、
文化的で平和な環境の下、 自らの心と身体、 そして人生の主人
公として暮らせるための総合的な権利保障を目指し、 以下の事
に取り組みます。
1. 仲間(利用者)の生きる力の充実と生活の質の向上を目指

します。
2， 地域の生活と福祉の向上への貢献を目指します。
3 事業の民主的な運営と地域の諸団体との協力・共同を大切

にします。
4， これらの実践の要となる、 職員の、 障害や発達保障、 福祉

や障害者運動についての専門性の向上につとめます。
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第二もみじ作業所(生介)

発行/社会福祉法人もみじ福祉会

も
み
じ
福
祉
会
で
今
年
度
か
ら
共

に
働
く
職
員
の
入
職
式
が
四
月二
日

ハ
ッ
ピ
ー

ホ
I

ム
で
行
わ
れ
ま
し
た

。


空
は
快
晴

、
桜
は
満
開

、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
る
に
ふ
さ
わ
し
い一
日

と
な
り
ま
し
た

。
緊
張
し
た
面
持
ち

の
十
名
を
前
に

、
井
上
理
事
長
よ
り

三
十
九
年
目
を
迎
え
る
も
み
じ
作
業

所
の
歴
史
を
共
に
刻
め
る
こ
と
を
嬉

し
く
思
い
ま
す
と
の
歓
迎
の
言
葉
に

続き
、

心
が
け
る
四
つ
の
こ
と
と
し

て一
つ
は
仲
間
か
ら
学
ぶ
こ
と

、二

つ
目
は
主
体
性
を
大
切
に

、
三
つ
目

は
、

運
動
を
続
け
て
い
く
こ
と

、
署

名
活
動
や
募
金
活
動
を
通
じ
て
私
た

ち
の
取
り
組
み
を
多
く
の
人
に
知っ

て
も
ら
い
支
え
て
も
らっ
た
こ
と
で

今
の
も
み
じ
が
あ
る
こ
と

、
四
つ
目

に
地
域へ
の
発
信

、
を
大
切
に一
緒

に
が
ん
ばっ
て
いき
ま
しょ
う

。
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た

。

ZSE??zイヌ
It • .-， 

月1日(土)8隼
司:k，態。も

。に-oじ • 唱品• 

輝li!5もみじ修業風

自
治
会
ひ
ま
わ
り
会
会
長
の
橋
本
幸
子
さ
ん
か

ら
は

、も
み
じ
に
入っ
て
き
て
く
れ
て
嬉
し
い
で
す

。

仕
事
は
大
変
で
す

。
楽
な
仕
事
は
な
い
と
思
い
ま

す
。

で
も
元
気
が一
番
だ
か
ら
無
理
は
し
な
い
で

が
ん
ばっ
て
く
だ
さ
い

。
私
は
よ
く
声
を
か
け
て

く
れ
る
人

、
い
つ
も

笑
顔
で
接
し
て
く
れ

る
人
が
好
き
で
す

。

楽
し
み
な
が
ら
仕
事

し
て
いき
ま
しょ
う

。

と
厳
し
い
中
に
も
優

し
さ
の
あ
る
大
先
輩

ら
し
い
激
励
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た

。

二
O一
八
年
四
月

、

輝
け
!

ニュ
ー

フェ

イ
ス

。
み
ん
な
で
が

ん
ばっ
て
行き
ま
し

ょ，つ
日

第一もみじ作業所
ダンボールグループ

金本 喬士

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
迷
惑
を
か

け
る
と
思
い
ま
す
が
仲
間
や
先

輩
職
員
の
手
を
借
り
て
力
を
付

け
て
いき
た
い
と
思っ
て
い
ま

す
。

末
永
く
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

。
合・・
合・・
合・・
合・・
合第一もみじ作業所

調理員
山間 栄一

調
理
も
大
切
な
仕
事
の
ひ
と

つ
と
思っ
て
い
ま
す

。食
を
通

じ
て
仲
間
を
支
え
て
行
け
た
ら

と
思っ
て
い
ま
す

。

合・・
合・・
合・・
合・・
合第二もみじ作業所

企画販売グループ

木村 悠孝

わ
か
ら
な
い
こ
と

、
でき
な
い

こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
職

員
、

仲
間
に
助
け
て
も
ら
い
な

が
ら
が
ん
ばっ
て
いき
た
い
で

す
。

合・・
合・
・

合・・
合・・
合第三もみじ作業所

事務員
福岡 典孝

福
祉
の
現
場
で
働
い
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
が
事
務
は
は
じ
め

て
で
す

。
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
迷
惑
を
か
け
る
と
思
い
ま

す
が一
日一
日
大
切
に
早
く
力

に
な
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す

。

合・・
合・・
合・・
合・・
合めーぷる

田逼 豊

こ
こ
に
集
う
仲
間

、
職
員
の

み
な
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
う
こ

と
あ
る
と
思
い
ま
す

。
早
く
自

社
会
人一
年
目
の
未
熟
者
で

は
あ
り
ま
す
が
少
し
で
も
も
み e.

じ
の
力
に
な
れ
た
ら
い
い
な
と

思っ
て
い
ま
す

。

合・・
合・・
合・・
合・・
合第二もみじ作業所

さをり縫製グループ

松本 雪乃

昨
年
の
実
習
で一
ヶ
月
入り

、

そ
のま
ま
就
職
さ
せ
て
も
ら
う

形
と
な
り
ま
し
た

。
ま
だ
ま
だ

分
か
ら
も
何
か
を
返
せ
る
よ
う

に
勉
強
し
て
い
き
た
い
で
す

。

が
ん
ば
り
ま
す

。

合--
AM--
AH・・
合--
AM夢トピア

星野 梨沙

右
も
左
も
ま
だ
わ
か
ら
な
い

状
態
で
す
が
仲
間
や
先
輩
方
の

姿
を
見
て
自
分
も
成
長
でき
た

ら
と
思っ
て
い
ま
す

。

合・・
合--
AH・・
合・・
合ハッピーホーム

相良 哲志

十一
月
後
半
か
ら
働
い
て
い

ま
す

。
入っ
た
ば
か
り
の
頃
ハ

ッ
ピ
ー

ホ
l

ム
の
屋
上
で
す
ご

い
突
風

、
食
材
も
舞
う
中
で
バ

ー
ベ
キュ
ー

を
し
た
こ
と
が
あ

り
ハ
ー
ド

な
職
場
に
来
た
と
思

い
ま
し
た

。(
笑)

四
ヶ
月
く
ら
い
経
ち
ま
す
が

、

ぜ
ん
ぜ
ん
慣
れ
て
い
ま
せ
ん

。

こ
れ
か
ら
ゆっ
く
り
マ
イ
ペ
ー

ス
で
が
ん
ばっ
て
いき
た
い
で

す
。

歌「ともだち」さっそく手話指導も

合・・
合・・
合・・
合・・
合ハッピーホーム

大村 純子

一一
月
か
ら
働
い
て
い
ま
す

。

日
々
の
業
務
に
な
れ
て一
日

も
早
く
役
に
立
て
る
よ
う
が
ん

ば
り
た
い
で
す

。
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も
み
じ
作
業
所
は、

地
域
の
小
学
校
の
見
童
さ
ん
と、

積
極
的
に
交
流
を

は
か
つ

て
い
ま
す。

作
業
所
の
こ
と、

障
害
の
あ
る
方
の
こ
と
を
知
っ
て

欲
し
い
、

と
い

う
思
い
か
ら
で
す。

今
回
は
「
中
島
小
学
校」

の
み
な
さ

ん
と
の
交
流
を
紹
介
し
ま
す。

五
年
生のみなさんは、
もみじ
作
業
所どの
やり
，

、JM

ど
り、
関わり
を
丁
寧にまとめ
て
発
表していまし

岡，h
巴

た。

‘

4'
ー

学校の
道徳の
授
業で知っ
た
石
田
さん
障
害を

'

抱えなが
ら
生
活
する
方〉のこと
を
きっか
けに、
自

，L曹司
・

分た
ちが
暮
すところと
同じ
地
域にあ
る「もみじ
、dFe
、

作
業
所」について
調べ
ることにしました。

圃司

司

「もみじ
作
業
所ってどんなところ
之

、
'

「知ってる人、ど
れくらいいま
すか?」

剖，rk、

作
業
所まつ
り、とい
う
毎
年
行
うイベン
トに
参加
，

(

したことがあ
る人はいる
ものの、どんな人がいて、
‘

どんなこど
をしてい
る
場
所なのか、
知ってい
る人は

あま
り
多くあ
りませんでした。

「そ
うだ、
もみじ
作
業
所へ
行こ
う!」

ま
ずは
知
ることか
ら。「もみじ
作
業
所では
障
害

のあ
る
方が5つの
グループにわかれて
仕
事をし

てい
るんだって。」「
結
構たのしそ
うに
仕
事をし

ているんだ
ねo
h
今
度、
展
示
会があ
る
らしいよ。」

「じぷんた
ちにもできることがあ
るのかな・:」

次に
考えて、
そしてやってみよ
う。
五
年
生のみな

さんは、
もみじ
作
業
所で
行ってい
る
仕
事「リサイ

守コ
クル」の
材
料
集め
を
することに
決めました。

Tt
ど
うして
集めよ
うど
患っ
たか、ど
うやっ
た
らた
く

ヨ
も
さん
集まるか、
知
恵
を
絞
りま
す。
各
学
年の
教
室

島信"
に
呼びか
けに
行っ
た
り、
ポスターを
作って
貼
り
出

ih
した
り、
校
内
放
送で
呼びか
けた
り:・。

@
謬四F
そんなこと
をして
声を
掛けてくれたんだ
ね・:。

ヘ，l
も
うそれだ
けで
本当に、こんなにもあ
りがと
う、

レι
で
す。

込町、
みんなのお
もいが
通じて、
アルミ
缶3
6.5
旬、

:

-

Jaz
zス
7
5.5
hw、
合
計1
1
2
陶もの
材
料が
集ま

z
L
っ
たのでした。

ご
J
ニ
O一
八
年一
月、
集まっ
た
材
料
を
持って、
五
年
生

四円'、
のみんなが、
もみじ
作
業
所に
届けに
来てくれまし

，Yノ
た。
もみじの
仲
間も、
もみじオリジナルソン
グ「と

、ノ
もだ
ち」
を
うたって、せいいっぱいのあ
りがと
うを

nu
伝えま
す。

y」
「二
月に
参
観日があって、
そこでもみじ
作
業
所の

』P、
こと
を
発
表するので、
ぜひ
来て
下さい。」

bc
「その
時、みんなで『ど
もだ
ち』が
歌いたいな
よ

』・

五
年
生のみなさんの
思いが、ひしひしと
伝わって

ぬZJ
きま
す。
も
う、
ね、
本当にあ
りがと
うとしか
言い

4ト
ょ
うがない。

rJ
D
ひと
りぼっ
ちのわた
しに、

ノ

みんなの
うたが
聞こえる

島
やさし
くつよ
くひびいて
勇
気がわいてくる

F
あんなに
気持ちがこ
もって、
あっ
たかい「ど
もだ

斗+，
ち」
きっと
忘れません。
中
島小
学校のみなさん

ー
が、
自
分た
ちで
考えて、できること
をしよ
う、と

動いた
よ
うに、
我々
も
自
分た
ちで
考えて、できる

こと
をしよ
う、と
思いま
す。
お
互いがんばろ
うね。

ゃく〉。く*�く***�く〉。く�く〉。く*>。り令*�く〉。く*>。口。く〉。く〉。く**�く〉。くやく〉。く*�く*>。く*�く
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り
を
し
ま
し
た

。た
く
さ
ん
の
人
に

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
か
ら
私
た
ち

も
頑
張
れ
た
なあ
と
思
い
ま
す

。

市
役
所
に
は
何
度
も
何
度
も
足
を

運
び

、
今
の
現
状
や
私
た
ち
の
思
い

を
伝
え
て
話
し
合
い
を
し
ま
し
た

。

い
つ
も
障
害
福
祉
課
の
課
長
さ
ん
に

「
わ
か
り
ま
す
が

、も
み
じ
さ
ん
だ
け

に
優
遇
は
でき
な
い

。
も
う
少
し
自

己
資
金
を
集
め
て
実
績
を
作っ
て
下

さ
い

。」
と
言
わ
れ
たつ
け:・

。
何
か

所
か
土
地
を
見
に
行っ
た
け
ど

、
狭

かっ
た
り
山
奥
で
交
通
が
不
便
な
所

だっ
た
の
で
ガッ

カ
リ
し
て
帰っ
た

の
を
憶
え
て
い
ま
す

。

仲
間
は
狭
い
な
が
ら
も
楽
し
い
作

業
所
で

、
助
け
合
い
な
が
ら
仕
事
を

が
ん
ばっ
て
い
ま
し
た

。
で
も
年
々

仲
間
が
増
え
る
し

、夏
の
暑
さ
や
冬
の

寒
さ
が
身
に
こ
た
え
る
し‘
親
も
年
を

と
り
疲
れ
て
き
て

、「
い
つ
ま
で
が
ん

ば
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
?

本
当
に
法

人
化
でき
る
ん
か
な
?」
と
不
安
な

気
持
ち
で
いっ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た

。

そ
ん
な
とき
広
島
市
が
デ
イサ
ー

ビ

ス
を
作
る
と
い
う
話
が
出
ま
し
た

。

一
九
九
O
年
の
春

、
広
島
市
西
区

に
市
が
運
営
す
る
デ
イサ
ー

ビ
ス
が

でき
ま
し
た

。

仲
間
十
名
が
行っ
て
し
ま
い

、
今

ま
で一
緒
に
が
ん
ばっ
て
き
た
の
に

悔
し
い
や
ら
残
念
や
ら
で

、
す
ご
く

悲
し
く
て
ショ
ッ
ク
だっ
た
な・:

。

私
も
母
と
咲
ち
ゃ
ん
と
見
学
に
行

っ
た
け
ど

、き
れ
い
な
立
派
な
建
物

、

明
る
く
て
広
い
食
堂

、
冷
暖
房
完
備

の
広
い
作
業
場:・

。
と
て
も
複
雑
な

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た

。(
つ
づ
く)

あ
た
らしい
年
度が
始ま
り、ひとつ
上
級
生になって、
そん

状
況にも
少し
ずつ
慣れてきた
頃かな、ど
思いま
す。

}

そんなと
きに、
昨
年
度の、
まだ
厚
手のコiトが
手
放

同
回

せ
ない
時期の
話で
恐
縮で
すが・:、
紹
介させて
下さい。
1
4

ニ
O一
八
年一一
月一
九日、
中
島小
学校の
五
年

λ
ノ

生(
現・
六
年
生〉の
参
観日があ
りました。
第一

.-
h

第二
もみじ
作
業
所は、
吉
島西にあ
りま
すが、

a

-、

小
学校の
学区でいえば、
中
島小
学校
学区に
位

EE--3

置しま
す。この
度、
五
年
生のみなさんか
ら「
参

《

観目、
ぜひ
来て
下さい
!」とご
招
待を
受けまし

'

て、
ちょっぴ
りドキドキしなが
ら
足を
運んだの

長

4

EE
・E・

と、
言
うの
も、この
問、
もみじ
作
業
所と
中
島小川
一の

1

五
年
生のみなさんは、
お
互いのこと
を
知
り、

'

a

話
をして、
少なか
ら
ず
交流
を
深めてきたので・

ιF

内』

が、
その
集大
成、
まとめ
をこの
参
観自のど
きに

.

4

発
表される:・どのこと
だっ
たので、
それはぜひ

h

'

参加したい
!とい
うことでお
邪
魔した
次
第で

4

園

中
島小
学校の
五
年生は
2
クラスo
あ
りゃ、これ

、

、

は
行っ
た
り
来た
りしなが
ら
見な
ければ、ど
少

・

・

し
焦る・:。
上
履き
を
忘れたことに
気づいて、
途

闇

町

中のコンビニでスリッパ
買っておいてよかっ
・ちaf-

-

、

手2月に開催レたさをり・縫製グループの展示会『火ょう

\ッピー 水ょうびのトート展 ~あしたもおいで"'-'�に

くださったみなさん本当にどうもありがとうございました。

アさまで過去最高の売上げを記録することができました。

3に向け、 新たな商日づくりに励んでいます。 また来年ち

ノくお願いします。



宅みじ福祉

事業計画(抄)
はじめに 昨年度 は・・
0事業面で は、 将来構想第四期5カ年計画の最終年であ り 、第五期計画の

草案を練っ た一年で し た。 ま た、運営上の最重点課題である人材確保 に
ついて努力 し、 ほぼ充足 に近づ、い た年で し た。

0利用者の状況で は、 相次 ぐ疾病への擢患 や怪我 など高齢化・重度化の進
行が肌で感じられ 、 特 に健康・医療面で諸対策の 一層の充実が問われて

い ます。
0取 り巻く情勢で は、 「改正社会 福祉法」施行の年 と して 、新定款 、新評

議員会・新理事会 、充実残額 、 地域貢献 、等への対応が迫られ ま し たが 、
ほぼ円滑 な移行が行え ま し た。

ま た、 2018年4月施行の「障害者総合支援法3年後の見直 しJ及び「報
酬改定」を控えて 、研究 と準備をする一年で し た。

口本年度 は、 これらの成果 や課題を踏 まえつつ 、 引 き続 き「障害のある人
が安心 して暮らせる社会づく りJ にむけて 、 他機関 と連携 し ながら経営・

実践・運動を大切 に取 り組み ます。
以下 、 3月の評議員会で承認され た今年度の事業計画 について 、
課題」の しかも骨子のみで はあ り ますが報告 し ます。

【重点課題】(骨子)
1 . 将来構想第五期5カ年計画(2018年- 2022年)を策定し、推進します。

1)次のホーム建設 にむけて 、建て貸 し方式及び土地購入 によるグルー
プホーム 開設を進 め ます。
2)グループホーム・福祉ホーム の運営 と体制の充実を はか り ます。(365
日開所 に向けて)
3)重度身体障害のある人 や高齢化対策の た めの日中活動の場づく り
を 、 国施策の動向を踏 まえつつ進 め ます。

4) 65歳問題の対応 に係わって 、 共生型サービス
入)の導入 について研究・検討 し ます。

5)放課後等ディサービス事業の開設を検討 し ます。
2. 職員の確保、 及び資質の向上・人材育成に取り組みます。

また、 働きがいのある職場づくり、 協力・共同できる職員集団づくりに
取り組みます。

3. 拡大する事業にふさわしい健全な運営と財政見通し、 および中長期的
な人事構想のもてる組織(機構)作りに取り組みます。

4. 高齢化に伴う課題をより明確にしつつ、 取り組みを進めます。
・将来構想検討委員会・高齢化対策小委員会での協議を続け 、最終提言づ

く りを進 め ます。
5. rもみじ福祉会40周年をどう迎えるか」、 準備を始めます。
6. 従来の地域貢献活動の拡充や市社協等と連携した地域貢献に取り組み

ます。

(介護保険事業への参

12月(2017)
2 日新入職員研修⑦/家族会忘年会(臓貝紹待)
3日中央図書館バザー①/全日本プロレス招待
4日広島市立特別支援学校より実習(-8日)
5日セルフ'フェア一対面販売
7 日中央図書館バザー②
8日きょうされんがんばるデー(署名活動)

11日もみじ福祉会第119回理事会
13日損保ジャパン販売/きょうされん中国ブロック会議
14日第一第三もみじ作業所・ク リスマス会
15日家族会例会
16日きょうされん虹の会忘年会
19日市社協「かけはしjより見学来所/健康づくりプール
20日ふれあいプラザ・底番/たたら福祉会より見学来所
21日もみじミニミニバザール
27日仲間仕事納め、仲間のボーナス支給式
28日職員大掃除.納会
29日第一第二第三作業所 全館害虫駆除作業
29日年末年始休暇(-1月4 日)

1月(2018)
5 日仕事始め '餅っき大会・新年互礼会
7 日中島地区社協:とんど祭り参加・出府
8日三団体合同新年会(きょうされん・広陳述・全障研)

12日中区作業所・冬の交流会
14日観音新町とんど祭り参加
15日IGLより実習(-2月3臼)
16日織町中学校.職場体験実習(-18日)/吉島小学校車イス体験講師
17日ふれあいプラザ、庖番
19日家族会例会
21日第一・第二もみじ作業所:電気年次点検
25日第一第二作業所.クラブ活動⑤
26日きょうされん経営管理者研修会(-27 日)
27日きょうされん中西南ブロック餅っき大会
30日市社協.施設長等研修会

2 月
l日第一・第二もみじ作業所 '防火訓練
3日西区社協:餅っき交流会
6 日さをり縫製グ?ループ'展示即先会「火ょうぴはハッピー水ょうびの トート 展J (-11日)
8日第一・第二もみじ作業所クラブ活動⑥

11日吉島町餅っき大会出盾
16日家族会例会
17日発達診断学習会・事例検討会(高橋先生)
19日第一・第二作業所:ポーリング大会(-23日) 乞
21日ふれあいプラザ庖番/もみじミニミニバザール/白島小学校車イス体験講師

文化学園短大より実習(-3月6 日)/広陣連要望書への広島県回答日 ハ
24日きょうされん県支部実践交流会(-25日) 介ベ
27日刑務官実習来所(-28日)/袋町小学校車イス体験講師 I \ 
28日S 1サミットフェアlnイオンモール府中(-2月5日) III斗且且

3月
3日新入職員研修⑧(グ ループ討議)
9 日文化学園短大より実習開始ー23日

12日もみじ福祉会第120団理事会
13日ひかり協会連絡会議
12日大日本プロレス招待
14日ノウフクマ ルシェ:ステージ・出庖
16日きょうされん中西南B ふんばるデー(街頭署名 )/家族会例会
17日救急法講習会/就職総合フェア・集団面後会
20日第一・第二作業所:健康づくりプール
22日広陣連要望書への広島市回答日
28日広島県集団指導研修会
29日第一・第二作業所:年度末発表会
30日もみじ福祉会r2017年年度末評議員会J
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2018年度もみじ福祉会
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今
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定通

なんだか、ステキ》

今f
びは/

来て〈
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よろl
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今年も、
年度末発表会が、
第一
・

第二
もみじ
作業所は三月二
九日
に、
第三
もみじ
作業

所は三
月一
七
日に 、
それぞれ
行われ
ました 。

年度末発表
会とは、
仲間が年
に一
度 、
そ
の

年を
振
り
返
り、
次
年
度へ
の
意
欲
につ
な
げ
て
い
く
事を
目
的
と
して
い
ま
す 。
今
回
は
第

一
・

第二
も
み
じ
作
業
所
で
行
われ
た
発
表
会に
つ
い
てレ
ポー
ト

させ
て
頂
き
ま
す 。

各
グ
ル
ー

プ
で

こ
の

日
の

為
に、

練
習

を
重

ね

て
き
ま
し
た。

ト
ッ

プ
バ
ッ
タ
ー

は、
企
画
販

売
グ
ル
ー

プ。
今
年
度

は、
グ
ル
ー

プ
に

所
属

す
る
新

長
さ
ん
デ
ザ
イ
ン

の
「
ロ
ボ
ッ

ト
パ
ン

ダ
ナ」

の
販
売

が
本
格
始

動
!

色
鮮
や

か
で
個

性
豊

か
な
ロ
ポ
ツ

ト
達

が
い

ら
っ

ぱ

い
で
か
わ
い
い

と

大
好
評
!

そ
の

他

に
も、

T
シ
ャ
ツ

の
売
り
上
げ

が
百

枚
を

超
え
る

な
ど

好
調

の
一

年
だ

っ

た
と
発
表

が
あ

り

ま
し
た。
二
番
目

は
リ
サ
イ
ク
ル
グ

ル
ー

プ。
今
年

度

か
ら、

鉄
類

の
回

収
も

ス
タ
ー

ト
!

チ
ラ
シ

を
見
て、

た
く
さ
ん

の
方
の

ご
協

力
を

頂
き、

仲
間

の
収
益
ア
ッ

プ
に
繋

が
り
ま
し

た。
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま
し
た。

三
番
目
は
ダ
ン
ボ

ー
ル
グ
ル
ー

プ。

ピ
l

ズ
を

使
つ

て

の
ア
ク
セ
サ
リ
ー

作
り、
ク
ッ
キ
ン

グ
・

音
楽
な

ど
仕

事
だ

け
で

は
な
く、
仲
間

の
楽
し
め

る
余
暇
活

動
を

積
極

的
に

行
っ

た
そ
う

で
す。

四
番
目
は、
さ

を
り

・

縫
製
グ
ル
ー

プ。
二
月
に

行
わ
れ

た
展
示

会
で

は、
売
り
上
げ
過
去

最
高

!
き
ょ
う
さ
れ
ん
ふ

き
ん

の
大
量
注
文
!

仲
間

・
職

員
共
に
力

を
合

力ラー

あずき色・青みどり色
サイズ
ss s LL 

お鶴い合せは
企酒販売グループまで

L M 

わ
せ

頑
張
り
ま
し
た。
そ
し

て
ラ
ス

ト
は
銀
座

「
T
A
U」

で
の
販
売

も
好
調
の

せ
ん
ぺ

い
グ

ル
ー

プ。
な
ん
と

い
っ
て
も

S
1

サ
ミ
ッ

ト
で、

二
O
一
六

年
度

の
あ

げ
せ

ん
に

続
き、
二
O
一

七
年
度

は、
え

び
あ

げ
せ

ん
が、
最

優
秀
賞
!

二
年
連

続
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た。

最
近
で

は、

外
部

の
方

の
注
文

も
沢
山
頂
く

よ
う
に
な
り、

と
て
も

嬉
し

い
で
す、

と
の
事
で

し
た。

普
段
同
じ

作
業

所
内

で
仕

事
を

頑

張
る

仲
間

の
発
表

を
聞
き
な

が
ら、

他
の

グ
ル
ー

プ
で

頑
張

る
仲
間
違

が、

い
つ
も
ど

ん
な
仕

事
を

し
て
い
る
の

か、
理
解
し

あ
え

る
良

い
機

会
に
な

っ
た
と
思

い
ま

す。

二
O
一
八

年
度
も

各
グ
ル
ー

プ
に
と

っ
て

良
い
年

に
な

り
ま

す
よ

う
に
!
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谷畑本
新
高
山

r 車
場自由』孟所 時 璽E 4b

東西 2 韓宝区区 月 血事 !思
議 選 管 室鑑福福 〔宇J h面白
宅 整 会 ・闘 燭
〆〆日
?? (面)

皆
様
こ
ん
に
ち
は
!

夢
ト
ピ

ア生

活
支
援
員
の
末
武
で
す

。

私
が

、
夢
ト
ピ

アに
入
職
し
て
早

や一
年
が
経
と
う
と
し
て
お
り
ま
す

。

日
々

、仲
間

、上
司

、先
輩
の
皆
様

に
暖
か
く
支
え
ら
れ
て

、
今
日
ま
で

楽
し
く
仕
事
に
励
ん
で
お
り
ま
す

。

こ
の度二一
月二
十四

、二
十五
日
に

開
催さ
れ
た

、き
ょ
う
さ
れ
ん
広
島
県

支
部二
O一
七
年
度
実
践
交
流
会
に

参
加
し
て
参
り
ま
し
た
の
で

、そ
の
と

き
の
模様
に
つ
い
て
報
告
致
し
ま
す

。

実
践
交
流
会
の
初
日
は

、
西
区
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
て

、二
日
目
は

、

東
区
社
会
福
祉
協
議
会
に
て
行
わ
れ

、

様
々
な
障
害
福
祉サ
ー

ビ
ス
事
業
所

の
従
業
者
や
利
用
者
の
方
々
が
参
加

さ
れ
ま
し
た

。

初
日
は

、
き
ょ
う
さ
れ
ん
理
事
大

野
さ
ん
に
よ
る
基
調
報
告
が
行
わ
れ

、

障
害
者
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て

お
話
し
さ
れ
ま
し
た

。

私
は

、
依

然
と
し
て
厳

し
い
環
境
下

に
置
か
れ
て

い
る
障
害
を
持
つ
方
々
が
多
く
お
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
を
痛
感
致
し
ま
し

た
。大

野
さ
ん
に
よ
る
基
調
報
告
の
後

、

社
会
福
祉
法
人一
麦
会
紀
の
川・
岩

出
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

長
藤
本
さ
ん

に
よ
る
記
念
講
演
も
併
せ
て
行
わ
れ

ま
し
た

。
藤
本
さ
ん
は

、こ
れ
ま
で
麦
の里
が

行っ
てき
た
ピ

アサ
ポ
ー
ト

や
、地

域

ネッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
等

、様々
な
社

会
資
源
の
創
造
に
つ
い
て
お
話
し
さ

れ
、私

は
、障

害
福
祉
の
理
想
の
形
の

一
端
を
見
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た

。

一一
日
目
は

、
仲
間
の
給
料
に
つ
い

て
を

テ
1

マ
に

、
午
前
中
は
事
業
所

の
代
表
者
に
よ
る
発
表

、
午
後
は
分

科
会
に
分
か
れ
て
話
し
合
い
が
行
わ

れ
ま
し
た

。

午
前
中
の
発
表
で
は

、
き
つ
つ
き

作
業
所
と
夢
ト
ピ

ア
の
代
表
の
仲
間

が
別
々
に
壇
上
に
上
が
ら
れ

、
職
員

と
と
も
に

、お
仕
事
の
内
容
や

、ご
自

身
の
こ
と

、
お
給
料
等
に
つ
い
て
報

告
さ
れ

、
最
後
に
ご
自
身
の
思
い
を

語っ
て
お
ら
れ
ま
し
た

。

ま
た

、
事
前
に
行
わ
れ
た
ア
ン
ケ

ー
ト

結
果
の
発
表
も
行
わ
れ
ま
し
た

。

ア
ン
ケ
ー
ト
は

、一
八
事
業
所

、一

一
二
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き

、

仕
事
内
容
や
給
料
の
使
途

、
給
料
や

お
佐
事へ
の
思
い
等
に
多
様
な
回
答

を
残
し
て
お
ら
れ
ま
し
た

。

午
後
の
話
し
合
い
で
は

、利
用
者・

就
労・
居
住・
相
談
支
援
部
会
に
別
れ

、

そ
れ
ぞ
れ
仲
間
の
給
料
を

テ
l

マ
に

話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

私
は

、居
住
支
援
部
会
に
参
加
し

、

仲
間
の
お
給
料
を
ど
の
よ
う
に
取
り

扱
うべ
き
か
に
つ
い
て

、
報
告
や
話

し
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

学
習
書

「去
る二
O一
八
年二
月一
七
日出

、

福
山
市
立
大
学
の
高
橋
実
先
生
を
お

招き
し
て

、
発
達
診
断
学
習
会
が
あ

り
ま
し
た

。

こ
の
学
習
会
は

、
作
業
所
が
毎
年

取
り
組
ん
で
い
る
学
習
会
で

、
第一

第二
も
み
じ
作
業
所
の
仲
間
(
利
用

者)
か
ら一
名

、
第
三
も
み
じ
作
業

所
の
仲
間
(
利
用
者)
か
ら一
名
づ

っ
遷
ひ

、
高
橋
先
生
に
よ
る
発
達
診

断
を
実
施

。
そ
の
結
果
を
受
け

、「
発

達
保
障」
と
い
う
も
み
じ
福
祉
会
の

理
念
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
実
践

韓練銅器器購
2017年度、後援会買を納入頂いている、
個人・団傭の皆膿 (敵繭略)

!'.' .， .，・，.，. vv・.. ".VV."，!，，，."V ・ ....，
S惨
ぞハご嘗τ寸志;;llアft弓ご?・いました : 

一 ・......

ー ヤマトナデシコ様 4 
ぞ北里 啓二様 ? 
Jノートルダム清心中・高等学校様E

' ドリームハウス家族会ょっば会様 唾
ぞハッピーホーム家族会様 J 

j藤岡 泰治様 - ;' 

Z藤岡 享子様 でさ� : b中村 靖雄様 、記芸ノ ， 
f 野田 夏代子様 i 
; 広島女学院メサイ ア委員会様 ミ
} 広陵東組仏教婦人会連盟様 1 
J泉化粧品唐様 -
F作業所募金箱2017年度精算様 ミ
Î! (社福)広島YMCA保育園様 吋
. 学校法人みぎわ学園的場幼稚園様L
' 
.� く物品 > ブ
ノ 宮崎 健次様 米5 kg ;' 

: 切手・レターパック 蜜名 2 
.� (20f7�ま12湾， 8- 20'8�正3跨31日) ・1
4À.. .. �. Þ， Þ，・省・À'þ，-.省"þ，þ，・省・'1. ，. 
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(2017年12日1 日-2018年 3日31日)

昌由
正直・優子
美和

2018年5月発行

最
後
に

、各
分
科
会
で
の報
告
を
行

い
、本

交
流
会
は
終
了
致
し
ま
し
た

。

一一
日
間
に
わ
た
る
交
流
会
で
知
る

こ
と
が
でき
た
こ
と
は
多
く
貴
重
な

も
の
で
あ
り

、
な
に
よ
り
仲
間
の
給

料
に
対
す
る
思
い
を
聞
け
た
こ
と
が

でき
た
こ
と
は
本
研
修
に
お
け
る
大

き
な
成
果
で
し
た

。

こ
れ
か
ら
の
支
援
に
お
い
て

、
仲

間
の
願
い
や
思
い
を
実
現
でき
る
よ

う
、精一

杯
支
援
し
て
参
り
ま
す

。

(夢トピア生活支援員
末
武

を
組
み
立
て
て
い
く
材
料
と
す
る
た

め
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

。

仲
間(
利
用
者)
を
ま
る
ご
と
理
解

す
る
た
め
に
は

、
作
業
所
に
い
る
時

間
の
こ
と
だ
け
を
考
え
れ
ば
よ
い
の

で
は
な
く

、
ホ
ー

ム
や
家
庭
で
の
時

間
、

余
暇
の
時
間
な
ど
生
活
場
面
も

含
め
て
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

、

と
い
う
こ
と
を
改
め
て
意
識
さ
せ
ら

れ
ま
し
た

。

今
回
あ
げ
ら
れ
た
二
名
の
仲
間

(
利
用
者)
も
日
々

、
生
活
を
積
み

重
ね
て
い
ま
す
が

、
よ
り
豊
か
に

、

他
者
と
の
関
係

、
具
体
的
な
手
ざ
わ

り
や
や
り
と
り
の
中
で

、
自
分
ら
し

い
生
活
を
送
る
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か

、
ま
た
そ
のた
め
に
必
要

な
も
の

、一
人
ひ
と
り
に
あっ
た
仕

事
と
は
何
か
?
な
ど
の
課
題
を
探
り

、

今
後
の
支
援
の
手
が
か
り
に
すべ
く

、

検
討
が
進
め
ら
れ

、
高
橋
先
生
か
ら

も
言
葉
を
頂
き
な
が
ら
意
見
交
換
し

ま
し
た

。
方
法
は
ひ
と
つ
で
は
な
く

、

環
境
や
条
件

、
そ
の
時
々
の
状
況
で

柔
軟
に
か
わっ
て
い
く
も
の
な
の
だ

、

と
改
め
て
思
い
ま
し
た

。

学
習
会
で
は
毎
回

、
高
橋
先
生
か

ら
の
診
断
結
果
報
告
と
あ
わ
せ
て

、

「
発
達」
の
ミ
ニ
学
習
会
を
開
催
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

。
今
回
は
二

営、
生
市

、
コ‘7w
‘ι'
A

朗

名
の
ケ
I

ス
に
ち
な
ん
だ
障
害
特
性

、

発
達
段
階
の
内
容
で
し
た

。

発
達
診
断を
し
て
いた
だ
い
て

、そ

・
こ
か
ら
導き
出
さ
れ
た
結
果
の
み
に

と
ら
わ
れ
て
し
ま
い
が
ち
な
の
で
す

が
、仲

間(
利
用
者)
が
こ
れ
ま
で生
き

て
き
た
経
過
や
と
り
ま
く
人
間
関
係

、

集
団
な
ど
な
ど

、様々
な
側
面
か
ら
そ

の
方
を
と
ら
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と

、
診
断
結
果
は
あ
く
ま
で
実
践

を
組
み
立
て
る
材
料
の一
つ
な
の
だ

、

と
い
う
こ
と
を
改
め
て
学
び
ま
し
た

。

今
回
の
学
習
会
で
学
ん
だ
こ
と
を

こ
れ
か
ら
の
実
践
に
つ
な
げ
て
いき

た
い
と
思
い
ま
す

。

(第一もみじ作業所古川
大介)

広島市西区観音新町3-9ー3 ; 
TEL 082・291-1121

<営業時間>月~金10: 00 "" 17: 00 : 

四月
から

第
一

も
み

じ

作
業
所

に
入
り
ま
し
た
高

橋昂平二十
一

歳です。

草
甥
剛
や
阿
部
寛
に
似

て
いる
と
言

わ
れる

こ
と

が
あ

ります 。
好
き
な
こ
と
は
パ
イ
キ

ン
マ
ン 、
銭
湯
め
ぐ
り
や

パ
イ
キ
ン

寸川
副司ー

J

グでお腹
司幽・5L口一

い
っ
ぱ
い

EdRM
，
a
一

食べる
こ

一、.uJ一一

とです。
fill

ご迷惑をおかけする

と思いますがよろしく

お願いします 。
通半議極

揖無
勺 Á

私 Z
G街寵
)t .(! 

告震貧

しあわせの隠れ場所

こ
の
コ
ー
ナ
ー、

い
つ
か
原
稿
依
頼

が
来
る
の
で
は
な
い
か
と
ハ
ラ
ハ
ラ
ド

キ
ド
キ。

夜
も
眠
れ
な
い
ぐ
ら
い
・
・
・

(
ガ
ラ
ス
の
心
の
持
ち
主
な
の
で・
:
笑)

無
人
島
か
あ
S
流
れ
着
い
た
ら
何
日

持
つ
か
な
ら
椅
麗
で
食
べ
物
が
沢
山
あ

る
環
境
だ
っ
た
ら
い
い
な
ら。

と
想
像

だ
け
膨
ら
ん
で
い
ま
す。

そ
ん
な
無
人
島
に
持
っ
て
い
き
た
い

私
の
一
枚。

映
画「
幸
せ
の
隠
れ
場
所」。

映
画
は
よ
く
観
る
方
で、

特
に
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
系
が
多
い
か
な。

よ
り
リ

ア
ル
に
映
画
の
世
界
に
入
れ
る
と
こ
ろ

が
魅
力。

紹
介
す
る
映
画
「
幸
せ
の
隠

れ
場
所」

も
ア
メ
リ
カ
の
実
在
す
る
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
マ
イ
ケ
ル
・
オ
ア
l

選
手
の
話
し。

貧
し
い
環
境
に
生
ま
れ
育
っ
た
黒
人

の
主
人
公。

高
校
生
の
頃、

あ
る
き
っ

か
け
で
裕
福
な
家
庭
に
引
き
取
ら
れ
て

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
才
能
を
開
花
さ
せ
て

い
き
N
F
L
の
プ
ロ
選
手
に
な
る
お
話。

何
で
こ
の
一
枚
か
つ
て
?

人
と
の
出
会
い
や
い
ろ
い
ろ
な
出

来
事
の
中
で
日
々
の
小
さ
な
分
岐
点
を

選
択
し
な
が
ら
生
活
を
送
っ
て
る
の
か

な
3
っ
て
単
純
に
患
っ
た
だ
け
で
:・
そ

の
先
の
環
境
次
第
で、

自
分
の
力
が
最

大
限
に
活
か
せ
た
り、

活
か
さ
れ
な
か

っ
た
り
:・。
「
だ
か
ら
毎
日
が
お
も
し

ろ
い
!」
の
繰
り
返
し
な
の
か
な
ら
と。

ち
ょ
っ
と
カ
ッ
コ
イ
イ
こ
と
言
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が、

私
は
無
人
島
で
も
な

ん
で
も
い
い
か
ら
「嫁
か
ら
の
隠
れ

場所」
が
欲
し
い
・
・
-

awm
ハッピーホーム

所長 田中 茂雄さん


